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第 4 章では，厚型検出器製作の可能性を，超高純度 P 型シリコン単結晶を用いる方法と，中性子核変換ドーピン


















(3) 検出器用のシリコン結晶の選択において，超高純度 P 型シリコン単結晶と，中性子核変換ドーピングにより製
作された N 型結晶と実験的に比較検討している口特筆すべき成果は，つぎの 2 点である。すなわち，前者では化
学処理法を適切に行うことで良好な電荷収集特性が得られ， リチウム・ドリフト型検出器の厚さを上回る 10mm以上
の全空之層型の検出器を製作している。後者の N 型結晶を用いる方法では，放射線損傷の回復手段としてのアニー
リングの重要性，特に漏洩電流抑制のためには，低エネルギー粒子の測定のためには冷却が必要なことを確認して
いる。
以上のように本論文は，超高純度シッリコン単結晶を用いた放射線検出器の開発と応用に関して，製作と利用の両
面において，多くの新しい知見をもたらし原子力工学の発展に寄与するところが大き L 、。よって本論文は博士論文と
して価値あるものと認める。
